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毎年 11 月 2 0 日は伊勢志摩国立公園の日

石原円吉 いしはら・えんきち
〈１８７７～１９７３〉

英虞郡和具村（現在の志摩市志摩町和具）生まれ。家業
のかたわら政界に進出し、日本の水産業発展を牽引。伊
勢志摩の国立公園指定にも奔走した。伊勢志摩国立公
園協会初代会長。海の博物館創設者、同初代館長。
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伊勢志摩
国立公園の日

vol.6
円吉翁円吉翁

　

第
３
回
石
原
円
吉
賞
表
彰
式

に
先
立
ち
、
同
日
、
前
回
の
円

吉
賞
受
賞
者
で
あ
る
写
真
家
の

阪
本
博
文
氏
に
よ
る
講
演
会
も

開
か
れ
ま
し
た
。

　

阪
本
氏
は
ロ
ー
カ
ル
誌
の
取
材

な
ど
で
30
年
以
上
に
わ
た
り
伊

勢
志
摩
を
撮
り
続
け
て
き
ま
し

た
。
特
別
な
瞬
間
や
景
色
を
追

う
よ
り
も「
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
目
線
」
を
追
求
し
て
き
た
と

述
べ
、
地
域
に
伝
わ
る
「
祭
り
」

の
重
要
性
に
着
目
し
た
と
説
明
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
撮
り
続
け

て
き
た
伊
勢
志
摩
各
地
の
祭
り

の
写
真
を
ス
ク
リ
ー
ン
上
で
披
露

し
ま
し
た
。
志
摩
市
立
神
地
区

の“

ひ
っ
ぽ
ろ
神
事”

を
、
炎
が

立
ち
上
る
臨
場
感
あ
る
一
枚
と

「
祭
り
の
長
編
小
説
」
と
い
う
言

葉
で
紹
介
す
る
な
ど
、
写
真
家

な
ら
で
は
の
表
現
力
で
出
席
者

た
ち
を
惹
き
付
け
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
で
、「
コロ
ナ
禍
で
祭
り
も

自
粛
」
と
目
下
の
課
題
に
触
れ

た
場
面
も
。
少
子
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
祭
り
の
担
い
手
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
の
を
背
景

に
、「
も
と
も
と
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
た
が
、
１
年
の
中
断
で
継

続
が
厳
し
く
な
る
の
で
は
」
と

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、「
土

地
の
人
は
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
な
ん
と
か
ま
た
見
た
い
」

と
語
り
、
復
活
へ
期
待
を
示
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
阪
本
氏
と
故
松

本
高
正
氏
に
よ
る
作
品
を
集
め

た
写
真
展
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　

阪
本
氏
の
作
品
は
、
当
国
立

公
園
50
周
年
記
念
事
業
（
平

成
８
年
）
で
撮
影
し
た
、
神
島

の
カ
ル
ス
ト
地
形
や
五
ヶ
所
湾
の

ノ
リ
そ
だ
な
ど
、
自
然
の
特
徴

や
人
々
の
暮
ら
し
が
伝
わ
る
内

容
で
し
た
。

　

松
本
氏
は
生
前
、
モ
ー
タ
ー
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
空
撮
す
る“

鳥

　石原円吉賞は例年7月頃募集を開始し、伊勢志摩国立
公園の指定日（11月20日）に合わせて表彰式を行います。
伊勢志摩国立公園の最大の魅力は、人と自然の関わりを
感じられるところであり、今後も同国立公園の保全や活用
に取り組み、魅力ある地域づくりを行っている方々の活動
にスポットを当てていきます。推薦の受付・表彰式について
は、詳細が決まり次第案内させていただきます。皆さまの
推薦をお待ちしています。

国
立
公
園
指
定
75
周
年

記
念
特
別
展
を
海
博
で
開
催

　

昭
和
21
年
の
伊
勢
志
摩
国
立

公
園
指
定
か
ら
今
年
で
75
周
年

と
な
る
の
を
記
念
し
て
、
４
月

29
日
〜
８
月
29
日
の
期
間
、
鳥

羽
市
立
海
の
博
物
館
で
特
別
展

「
海
風
薫
る
伊
勢
志
摩
み
や
げ
展

（
仮
題
）」（
主
催
・
海
の
博
物
館
、
共

催
・
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
協
会
）が

開
か
れ
ま
す
。

　

神
宮
が
鎮
座
し
、
古
く
か
ら
来

訪
者
を
魅
了
し
て
き
た
伊
勢
志

摩
。
か
つ
て
そ
の
名
物
と
し
て
知

ら
れ
た
ク
ジ
ラ
や
ボ
ラ
、
鰹
節
と

い
っ
た
海
産
物
の
漁
具
や
、
明
治

以
降
に
親
し
ま
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
絵
は
が
き
、
真
珠
製
品
や
貝

〈候補者の推薦〉
　公募により行います。表彰の対象者は、長年、 伊勢志摩
国立公園の地域文化の継承や適正な活用の推進、動植物
の保護などを 行っている方やグループ・団体です。（若干名） 
推薦書は、伊勢志摩国立公園のホームページ（アドレスは左下）
で入手できます。

細
工
な
ど
を
、
同
館
特
別
展
示
室

で
披
露
し
ま
す
。

◆
海
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も

同
じ
く
記
念
事
業
と
し
て
、

「
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
」
も
予
定
し
て
い

ま
す
。

同
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
期
間

は
春
か
ら
夏
を
予
定
。
課
題

は
同
国
立
公
園
の
海

岸
風
景
や
海
の
風
俗

と
な
る
予
定
で
、
詳

細
は
後
日
発
表
さ
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鳥
羽
市
立
海
の
博
物
館

☎
０
５
９
９-

３
２-

６
０
０
６

講
演
・
写
真
展
・
植
樹
式

写
真
家
・

阪
本
博
文
氏
が
講
演

﹁
祭
り
の
長
編
小
説
﹂を

紹
介

　

講
演
と
表
彰
式
の
後
に
、
桜

の
記
念
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
と一
般
参
加
者
が
、

鳥
羽
市
民
の
森
公
園
で
桜
の
苗

木
を
植
え
、
成
長
を
祈
り
ま
し

た
。
こ
の
植
樹
は
、
石
原
円
吉

が
生
前
、
当
国
立
公
園
各
所
に

桜
の
苗
木
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
に

ち
な
ん
で
い
ま
す
。

阪
本
氏
・
故
松
本
高
正
氏
の

伊
勢
志
摩
国
立
公
園

写
真
展
も
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伊
勢
志
摩
国
立
公
園
ニ
ュ
ー
ス

News第4回石原円吉賞推薦 今年7月募集開始！ 

（一財）伊勢志摩国立公園協会
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第3回

石
原
円
吉
賞
に
３
団
体
、

特
別
賞
に
２
名
が
輝
く
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
勢
テ
ク
テ
ク
会

島
の
旅
社
推
進
協
議
会

志
摩
半
島
野
生
動
物
研
究
会

令
和
２
年
11
月
19
日
、
鳥
羽
市
の
鳥
羽
商
工
会
議
所
会
館
３
階

か
も
め
ホ
ー
ル
で
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
指
定
日
を
記
念
し
た

恒
例
イ
ベ
ン
ト
の〝
Ｈａｐ
ｐ
ｙ
Ｂ
ｉｒ
ｔ
ｈ
ｄａｙ
！
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
〞が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
第
３
回
石
原
円

吉
賞
表
彰
式
や
、
同
時
開
催
の
行
事
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

志摩半島野生動物研究会 島の旅社推進協議会 NPO法人 南勢テクテク会

特別賞の中瀬誠一氏

特別賞の中馬千鶴氏

山本会長（写真左）、来賓者と受賞者との記念撮影

　

円
吉
賞
は
今
年
度
で
３
回

目
。
南
伊
勢
町
の
山
々
で
ハ
イ

キ
ン
グ
会
を
開
催
し
な
が
ら
登

山
道
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
南
勢
テ
ク
テ
ク

会
、
鳥
羽
市
の
離
島
住
民
ら
で

観
光
ツ
ア
ー
の
企
画
実
施
を
し
て

い
る
島
の
旅
社
推
進
協
議
会
、

伊
勢
志
摩
を
中
心
に
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
の
調
査
や
産
卵
地
の
保
護

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
志
摩

半
島
野
生
動
物
研
究
会
の
、
３

団
体
が
晴
れ
て
受
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

特
別
賞
は
中
馬
氏
と

中
瀬
氏
に

　

特
別
賞
に
は
、
伊
勢
志
摩
地

域
を
中
心
に
植
物
を
調
査
し
て

い
る
伊
勢
市
の
中
馬
千
鶴
氏
と
、

同
市
矢
持
町
地
区
を
中
心
に
古

道
を
案
内
し
て
い
る
中
瀬
誠一氏

の
２
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
は
約
50
人
が
参
加

し
、
受
賞
者
た
ち
に
は
、
山
本

教
和
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
協
会

会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

石
原
円
吉
賞
は
、
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
協
会
の
主
催
。
戦
後

初
の
国
立
公
園
指
定
実
現
に
力

を
尽
く
し
た
志
摩
出
身
の
政
治

家
石
原
円
吉
（
１
８
７
７
〜
１
９

７
３
）
の
志
に
な
ら
っ
て
、
同
国

立
公
園
の
地
域
文
化
の
継
承
や

発
展
、
自
然
保
護
、
景
観
向
上

な
ど
に
努
め
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、
毎
年
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
指
定
の
日
（
11
月
20

日
）
を
祝
って
開
催
さ
れ
る
恒
例

イ
ベン
ト
の〝
Ｈａｐ
ｐ
ｙ
Ｂ
ｉｒ
ｔ

ｈ
ｄａｙ
！
伊
勢
志
摩
国
立
公

園
〞の一環
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

※

受
賞
者
の
活
動
と
喜
び
の
声
、

関
連
行
事
は
次
ペ
ー
ジ
か
ら
。

人”

と
し
て
活
躍
し
、
今
回
も

英
虞
湾
を
写
し
た
作
品
な
ど
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

鳥
羽
市
民
の
森
公
園
に

桜
を
植
樹

会場内で開かれた写真展植樹をする円吉賞・特別賞受賞者と山本会長（右）

作品をスクリーンに映しながら祭りの様子を話す阪本氏

※新型コロナウィルス感染症の拡
大状況等により、イベントが変更
となる場合があります。お出掛け
前に改めてご確認ください。 昭和中期まで人気の土産物だった海女人形。 



　

昭
和
63
年
か
ら
活
動
し
、
環

境
省
や
三
重
県
と
協
働
し
て
伊

勢
志
摩
を
中
心
に
沿
岸
の
ウ
ミ

ガ
メ
や
ス
ナ
メ
リ
、
海
鳥
な
ど
を

調
査
し
、ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
上
陸
・

産
卵
地
の
保
護
に
も
力
を
入
れ

第3回石原円吉賞

「浮島自然水族館」の実施風景（鳥羽市答志島桃取地区）

　

平
成
９
年
に
、
旧
南
勢
町
の

町
民
ら
を
中
心
に
結
成
。
現
在

ま
で
20
余
年
間
、
南
伊
勢
町
内

を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
で
山
々
を
歩

い
て
楽
し
み
、
使
わ
れ
な
く
な
っ

て
い
た
旧
道
の
整
備
や
保
全
、

清
掃
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

月
１
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
会
を
恒

例
と
し
、
南
伊
勢
町
か
ら
剣
峠

を
越
え
る
伊
勢
神
宮
内
宮
方
面

へ
の
ル
ー
ト
掘
り
起
こ
し
は
、
当

国
立
公
園
に
眠
る
歴
史
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
県
外
か
ら
も
含
め
て
毎
回

40
人
程
度
が
参
加
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

表
彰
式
に
は
田
畑
征
洋
会
長

ら
が
出
席
し
、「
ハ
イ
キ
ン
グ
会

の
前
に
は
下
見
を
し
て
標
識
や

案
内
テ
ー
プ
な
ど
を
整
備
し
、

安
全
の
確
認
を
し
て
い
る
の
で
、

参
加
者
に
は
登
り
や
す
い
と
好

評
で
す
。一
時
は
３
０
０
人
を
超

え
た
会
員
は
、
現
在
は
１
０
０

人
を
割
っ
て
高
齢
化
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
地
元
の
会
員
を
ど

う
増
や
す
か
が
問
題
。
ふ
る
さ

と
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い

で
す
。
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ

き
、一
層
、
心
を
引
き
締
め
て

次
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
を
代
表
し
て
、
皇

學
館
大
学
名
誉
教
授
の
櫻
井
治

男
氏
が
、「
メ
ン
バ
ー
は
減
っ
て

い
る
と
い
う
が
、
女
性
の
方
々
が

随
分
と
参
加
し
て
い
る
と
聞
い

て
心
強
い
で
す
」
と
講
評
し
ま

し
た
。

アカウミガメの産卵場所での野外学習

て
き
ま
し
た
。
志
摩
市
の
和
具

大
島
で
は
県
天
然
記
念
物
の
和

具
大
島
暖
地
性
砂
防
植
物
群
の

生
物
調
査
を
実
施
し
、
外
来

種
の
駆
除
作
業
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
機
関
誌
「
三
重
の

生
き
も
の
だ
よ
り
」
の
発
行
を

通
じ
て
普
及
啓
発
も
続
け
て
い

ま
す
。

　

若
林
郁
夫
代
表
が
、
会
場
の

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
ア
カ
ウ
ミ
ガ

メ
の
産
卵
調
査
の
模
様
を
紹
介

し
ま
し
た
。「
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
は
５

〜
８
月
に
伊
勢
志
摩
の
沿
岸
に

上
陸
し
、
産
卵
し
ま
す
。
私
た

ち
は
そ
の
跡
を
回
っ
て
（
ふ
化
率

を
）
数
え
て
い
ま
す
。
著
し
く

減
少
し
て
い
る
状
況
で
、
積
極

的
な
保
護
が
必
要
で
す
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
外
来
植
物
の
侵
入
や
、

野
生
動
物
の
交
通
事
故
の
問

題
、
環
境
変
化
の
影
響
を
指
摘

し
、「
伊
勢
志
摩
の
海
岸
に
は
す

ば
ら
し
い
自
然
が
残
って
い
ま
す
。

賞
を
励
み
に
自
然
を
守
る
よ
う

が
ん
ば
っ
て
い
く
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

櫻
井
氏
は
、「
ス
ラ
イ
ド
で
お

示
し
い
た
だ
き
、
本
当
に
貴
重

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
深
く

感
じ
ま
し
た
」
と
讃
え
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
子
育
て
中
の
30
︑
40
代
の
女
性
た
ち
が
活
躍

地
元
愛
に
あ
ふ
れ
た
ガ
イ
ド
を
評
価
し
応
援

島
の
旅
社
推
進
協
議
会

離
島
住
民
に
よ
る
エコツ
ア
ー
や
人
材
育
成

　

平
成
16
年
に
鳥
羽
市
の
離

島
、
答
志
島
の
住
民
た
ち
で
発

足
し
、
同
島
を
中
心
に
神
島
、

菅
島
、
坂
手
島
で
も
地
域
密
着

の
旅
行
商
品
を
開
発
し
て
き
ま

し
た
。
島
民
が
ガ
イ
ド
と
な
り
、

島
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
を
案

内
す
る
エコツ
ア
ー
が
好
評
。

　

平
成
22
年
か
ら
は
鳥
羽
市
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
委

員
と
し
て
全
体
構
想
に
基
づ
く

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、
無

人
島
で
干
潟
観
察
を
す
る
「
浮

島
自
然
水
族
館
」
や
、「
路
地

裏
散
策
」、「
海
女
小
屋
体
験
」

な
ど
の
メ
ニュ
ー
を
展
開
。
地
元

の
高
校
生
の
研
修
や
、
大
学
の

地
域
活
動
の
支
援
も
行
い
、
人

材
育
成
、
地
域
資
源
の
発
掘
、

情
報
発
信
等
に
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
濱
口
博
会
長

が
、「（
島
の
旅
社
は
）
鳥
羽
市
か

ら
の
提
案
で
発
足
し
ま
し
た
が
、

町
内
会
や
漁
協
か
ら
役
員
を
出

し
て
ス
タ
ッ
フ
が
地
域
で
動
き
や

す
く
し
て
き
ま
し
た
。
地
元
の

旅
館
と
の
連
携
も
う
ま
く
いっ
て

い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
は
30
代
、
40

代
の
子
育
て
中
の
女
性
た
ち
が

活
躍
中
で
す
」
と
説
明
し
て
い

ま
し
た
。   

櫻
井
氏
は
、「『
島
の
旅
』
と

い
う
名
前
が
特
徴
。
こ
れ
か
ら

も
ご
自
身
た
ち
の
ア
イ
ラ
ン
ド

を
愛
し
、守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

今後への意欲を語った中馬氏

伊勢志摩の海辺での植物観察

照
葉
樹
林
の
原
点
を
求
め
て
ヒマ
ラ
ヤ
の
麓
へ

歩
き
続
け
て
現
役
貫
き﹁
80
歳
︑
90
歳
も
﹂

　

学
生
時
か
ら
生
物
の
研
究
に

励
み
、
伊
勢
市
の
皇
學
館
高
校

の
生
物
教
諭
と
し
て
勤
め
な
が

ら
、
約
50
年
前
か
ら
伊
勢
志
摩

地
域
の
植
物
調
査
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
横
山
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
自
然
観
察
会
の

講
師
や
、
三
重
県
自
然
観
察
指

導
員
と
し
て
も
活
動
。
生
物
研

究
の
論
文
や
、『
伊
勢
志
摩
の

海
岸
と
そ
の
草
木
』、『
伊
勢
志

摩
の
草
花
１
０
０
選
』
な
ど
の

著
書
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

特
別
賞
の
表
彰
式
で
中
馬
氏

は
、
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
特

徴
で
あ
る
照
葉
樹
林
の
原
点
を

求
め
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
麓
を
訪

ね
た
思
い
出
を
語
り
、「
毎
日

歩
き
続
け
て
80
歳
で
も
90
歳
で

も
動
け
る
体
を
作
っ
て
い
き
た

い
」
と
今
後
へ
の
意
欲
を
示
し
ま

し
た
。

櫻
井
氏
は
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
麓

と
こ
の
地
域
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な

目
線
」
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
は
積
極
的
保
護
が
必
要

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
自
然
を
守
る
協
力
を

志
摩
半
島
野
生
動
物
研
究
会

沿
岸
生
物
の
調
査
・
保
護
活
動
を
30
余
年

2020

石原
円吉賞

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

南
勢
テ
ク
テ
ク
会

南
伊
勢
町
の
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
と
登
山
道
の
保
全

2020

石原
円吉賞

2020

石原
円吉賞

中
馬
千
鶴
氏

植
物
研
究
家

2020

特別賞 I s h i h a r a  E n k i c h i  A w a r d

受
賞
者
の

活
動
と

喜
び
の
声

Ise-Shima National Park

50
年
の
活
動
への
賞
に
望
外
の
喜
び

﹁
心
の
ふ
る
さ
と
伊
勢
参
宮
﹂を
追
求
す
る

　

伊
勢
市
矢
持
町
出
身
で
約
50

年
間
、
地
元
に
伝
わ
る
平
家
伝

説
の
語
り
部
と
し
て
活
動
。
ゆ

か
り
の
あ
る
久
昌
寺
を
拠
点
に

伝
記
の
講
談
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竜
ヶ
峠
を
守
る
会
会
長

と
し
て
矢
持
町
か
ら
神
宮
宮
域

林
を
通
っ
て
伊
勢
神
宮
内
宮
そ

ば
に
出
る
伊
勢
古
道
を
清
掃
整

備
し
、
毎
年
恒
例
の
「
平
家
の

里
エコ
ツ
ア
ー
」（
伊
勢
志
摩
国
立

公
園
協
会
主
催
）
の
案
内
役
も

し
て
い
ま
す
。

　

中
瀬
氏
は
、「
こ
ん
な
賞
を
い

た
だ
け
る
と
は
」
と
喜
び
を
語

り
、
五
ヶ
所
か
ら
伊
勢
神
宮
へ
の

参
拝
ル
ー
ト
の
復
活
の
夢
を
語

り
、「
心
ふ
る
さ
と
の
伊
勢
参
宮
」

な
ど
の
言
葉
に
地
域
愛
を
に
じ

ま
せ
ま
し
た
。

櫻
井
氏
は
学
者
の
立
場
か

ら
、「
地
方
と
伊
勢
と
を
結
ぶ

街
道
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
、
地
域
に
誇
り
を

持
つ
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
」

と
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

中
瀬
誠
一
氏

平
家
の
里
語
り
部

2020

特別賞

環境保護を訴えた若林代表

南勢テクテク会主催による梵天山 (南伊勢町）登山での記念撮影

表彰状を持つ田畑会長（左）
と久保さん

スタッフらの活躍をアピールし
た濱口会長

受賞の喜びをスピーチする
中瀬氏

事
前
の
安
全
確
認
で
登
り
や
す
い
と
好
評

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い

Spring 2021

竜ヶ峠でのエコツアーの模様（左が中瀬氏）

第3回石原円吉賞の受賞3団体と
特別賞2名の、主な活動と

受賞スピーチでのコメントをお伝えします。


